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Abstract 　Some 　basic　problems 　on 　the　stratigraphy 　of 　the 　Kazusa 　and 　the 　Shimosa 　Groups ，　which 　arc

the 　most 　typical 　upPer　Pliocene　to　Pleistocene　marine 　deposits　in　Japan，　are 　discusscd　and 　reconsidered ・

　　（1）　The 　horizgn　of 　Plio−Plcistocenc　boundary 　in　thc 　Kazusa 　Group 　is　not 　fixed　at 　presenti　Magneto −

stratigraphical 　and 　bio−stratigraphical 　studies 　came 　to　a 　conclusion 　that　the　bQundary 　is弖ocated 　at　the

lowermost　hQrizon　Qf 　the　Kiwada 　Formation ．　 The 　fission　track 　dating　of 　the 　volcanic 　ashes 　in　the　Forma−
tion，　nevertheless

，
　shQws 　fairly　QId 　ages ，

　　（2）　It　is出 e　general　 opinion 　 that 　 the 　boundary 　between　thc 　Kazusa 　 and 　the 　Shimosa 　 Groups 　hes

at　the　base　of 　thc　J三zodo 　or 　the　Kengochi 　For皿 ation ．　 A 　reliable 　clino −unconformity 　named 　the　Tokyo
Bay 　unconfi 〕rmity

，　however，　is　apPropriate 　to　this　boundary．

　　（3）　The 　upper 　limit　Qf 　the　Shimosa　Group 　is　the 　top 　of 　the 　JosQ（】lay　bed　and 　the 　Ancgasaki 　Forma −

tion
，　wh 三ch 　are 　the 　last　aqueous 　deposits　in　the　paleo　Tokyo 　Bay ．

　　（4） The 　Shimosa　Group　is　subdivided 　into　the　Ichijuku
，
　Nagahama

，
　Sanuki

，
　Mandano ，　Kasamori ，

Kongoch 三
，　Jizodo，　Yabu ，　Kamiizum 丘，　Kiyokawa ，

　Kam 三iwahashi
，
　Kioroshi　and 　Anegasaki　Formatlons　in

ascending 　order ，　which 　are 　re −examined 　in　the　present　paper．　 The 　base　of 　the 　Jizodo　Formation 　divides
the　Group 　into　two　parts．

　　（5）　 Nine　cyclothems 　closely 　relating 　with 　the　glacial　eustatic 皿 ovements 　are 　recognized 三n　thc　Shi−
mosa 　Group ．　 The 　curve 　of 　sca 　levcl　change 　deduced 　from 　the　sedimentary 　facies　and 　structure 　of 　the

Shimosa　Group　is　drawn．　 This　curvc 　shows 　certain 　information　re 工ated 　to　the　sedimentary 　envirenments

and 　ages ．

は　 じ　 め 　 に

　海成 の 鮮新統 な い し更新統の 模式層 として の 上 総層群

お よ び下総層群 につ いて ，古 くか ら多 くの 層序学的な 研

究がな されて きた こ とは ，改め て 紹介す る ま で もない ．

特 に 地 質層序 の み な らず ， 微化石層序，古地 磁気層序 に

関す る諸デ ー
タ も蓄積 し ， さ まざまな方法 に よ る年代測

定値 も示され，模式層 として の 意義はさらに 高ま っ て い

る．しか しなが ら， 研究の 多さは 同時 に い くつ かの 見解

の不
一

致を も生 み 出して い る こ とも否定で きない ．例え

ば，鮮新統
一
更新統境界問題 層序区分や 対比 の 問題 な

ど ，最 も基本的な部分で 諸見解があり一致 しない ，とい

うの が実状 で ある．

　本稿 は ，上 記 の よ うな 現状を 打開 し前進 さ せ る た め

＊
東京 都立大 学 理学 部 地 理学 教 室　Department 　 of 　Geography ，

　 Tokyo 　Metropolitan 　University ．2−1−1，　 Fukazawa ，　 Seta．
　 gaya ，　 Tokyo ，158　Japan
艸

千 葉県 水質保金研 究所 地 盤 環 境研究室

　 Geoenvironmetal 　 Survey ，　 Branch 　 of 　Chiba 　 Prefectural

　 Research 　Laboratory 　 of 　Water 　Po 恥 tion ．
　 3−5−1，　Inagekaigan ，　Chiba ，　281　Japan

に ，上総層群 お よ び下総層群の 層序に 関する最近 の 若干

の 問題点 につ い て 紹介し，論点を整理するとともに 2 ・

3 の 点 に つ き新た な 提案をするもの で ある．本稿 で 扱わ

れ て い る テ
ー

マ は

　（1＞ 鮮新統
一
更新統境界問題

　  　上総層群 と下総層群 の境界問題

　  　下総層群 の 2 大区分と上 限問題

　（4） 下総層群 の 層序区分 の 問題

　  　下総層群 の 堆積と氷河性海面変動の 問題

で ある．乙 の うち（1），（2），（3）の 問題 に つ い て は楡井 ・楠

田が，まic（4）， ｛5）の 問題 に つ い て は菊地が，主 として 担

当 した．

　 な お，本研究 の
一

部に ， 昭 和 61 ・62年度文部省科学研

究費補助金 （総研 A 「日本 の 第四紀層の 層序区分 とそ の

国際対比 に 関す る 研究」 代表者
・
市原　実） を使用 し

た．

鮮 新 統
一一

更 新 統 境 界 問 題

房総半島 に おけ る 鮮新統一更新統 の 境界 につ い て は多
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第 1 図　房総半島に お け る 鮮新
一

更 新統境 界 に 関 す る諸 見 解 （NIREI，　KusuDA，　KiKucHI　and 　MITsuNAsHi ，1987 ）

　　　　新 妻 （1976）：上 総層 群 の 古 地 磁 気 層 序．三 梨 ほ か （1959）： 火 砕質鍵 層．鈴木
・
杉 原 （1983） と 徳橋

　　　　ほ か （1983）： フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク 年 代．胃 木 （1969）：有 孔 虫 の 出 現 層 準．尾 田 （1977）： 有 孔 虫

　　　　殻 の 右巻 （D ）と左 巻 （S）変 化．中 川 ・新妻 （1977）：古 生 物層 位 上 の 事 件 （1）GePhvreaaPsa　oceanica

　　　　の 出現，（2）PulJeniatinaの 殻 ， 左 巻か ら 右巻へ ，（3）GePdyroeaPsa　caribbeanica の 出現，（4）Globorotalia
　　　　truncatttrinoidesの 出 現 　（5）Pulleniatinaの殻，右 巻 か ら 左 巻 へ ．氏 原 （1986）： 浮遊性腹 足 類の 出現

　　　　（1）黄和 田 層 に お け る低 水 温環 境 の 最 初の 出現，（2）上 総 層 群 に お け る 低 水温 環 境 の 最 初 の 出 現．

　　　　鮮新 ・更 新統 境界 の 諸 説 ： A 浅野 （1957），B 申川 ・新妻 （1969），
　 C 鈴木

・
杉原 （1983），　 D 中川 ほ

　　　　か （1984），E 申川 ・新妻 （！977），
　 F 尾 田 （1975），

くの 意見があり，まだ現在 に おい て も定説はな い ．すな

わ ち ， 次 の よ うな い くつ か の 見解があ る （第 1 図）．

　浅野ほか （1958），房総研究 グル ープ （1957）は ， 寒冷

動物群が最初 に 出現する梅ケ瀬層の U6 火山灰層付 近

を その 境界 と決 め た．申川 ほか （1969）は ， 古地磁気層

序の 結果 か ら U6 の 層準付近を示唆 し，さ ら に 尾 田

（1975）は ， 浮遊性有孔虫 と古地磁気層序 の研究 と 赤道

地域で の そ れ ら （HAY 　et　al．，1969 ；OpDYKE　et　a1．，1974）

との 対比 か ら，大 原 層 の HS 火 山灰層 の 層準が鮮新統
一

更新統の 境界に 当た る と 考えた． NAKAGAWA 　 and

N 工工
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NIITSUMA（1977）は ，古地磁気 の 再測定結果か ら，オ ル

ドバ イ事件 の あ る黄和田層の 下部 の 層 準が鮮新統
一一

更新

統の 境界 に 当た る と考えた ．そ の 後中川 ほ か （19S4）は ，

寒冷気候を示す （］）teroPteren　 testudo などが最初 に 出現

す る イ タ リヤ の Vricaに おけ る鮮新統
一
更新統境界 （国

際模式地）は ， 黄和日i層 の Kd 　38 火 1⊥1灰層 と Kd 　20火

山灰層 の 間の
一
層 準 に相当す る見解を述べ て い る．な お ，

さきの Vrlca で の 境界は ， 深海底堆積物の オ ル ドバ イ 事

件 の少 し上位で ある こ とが ， 古地磁気 や 微化石 の 結果か

ら知 られて い る （中川 ほか ，1984）．

　 こ こ で ，Vrica 地域の 最初の 寒冷期 の 出現を もっ て ，

鮮新統
一
更新統境界 とす る見解 と中川 ほか （1984） の 上

総層群 へ の 対比 を採用するな らば ， ．．ヒ総層群 の鮮新統
一

更新統境界 は，氏原 （1986）の 浮遊 性腹足類に よ る水温

の 研究に 示された Kd 　23火山灰層の tw　m 下とい うこ と

に なる （N τREI 　et　aL ， 工9B7）．こ の こ と は ， 最近 測定さ れ

た フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク年代で Kd 　23 火山灰層 の 年代

値がおおよそ 1．9Ma と求め られ （原 ・
楡井 ，

1988）， 前

述 の 境界の 妥当性を示 して い る．しか し， Vricaの 逆 帯

磁 帯 が オ ル ドバ イ 期 と 同 じか ど うか と い う 問題 も生 じ

る．

　一
方鈴木

・杉 原 （1983） は上 総層群 の 火山灰層の 年代

測定 を お こ な い ，そ の 境界 は梅 ケ 瀬層下部 の Ol 火山灰層

の 層準 と した ．これ は浅野 ほ か（1958）， 中川ほか （1969）

の 境界 と類似 して い る．鮮新統
一

更新統境界問題 は ， さ

らに 資料 の 蓄積が必要と思 わ れ る．

上総層群と下総層群の 境界問 題

　上 総層群 の 層序 は ， お もに ， 火 山 灰 層 序 学 ・生層 序学

的観点 か ら，三 梨
・矢崎 （1958），三 梨 ・安 国

・
品 田

（1959），三 梨 ほか （1961），石和 田 ほ か （1971）， 三 梨ほ

か （1979） な どに よ り，研 究 が な さ れ て きた ．こ れ ら の

研究で は ， 上 総層群は黒滝不整合を挾ん で 三 浦層群 （豊

岡層群）の 上 に発達する．そ して 下位 よ り，黒滝層
・
勝

浦層
・
浪花層

・大原層
・黄和田 層 ・太 田 代層 ・梅ケ瀬層

・国本層
・
柿 の 木台層

・長南層 ・笠森層お よ び 笠森層 に

挾在する万 田野層 よ りな る．下総層群（相模層群）は，長

沼不整合を もっ て上総層群 の 上 位 に 重 な る，と さ れた ．

　 こ れ らの 層序学的研究は ， 有孔虫分析 （青木 ，
1964 ；

AOKr，1968；1969）， 花粉分析 （大西，1969），古地磁気

層序 （中川 ほ か ， 1969）などの 分析的な研究 の 基 礎 と

な っ た．さ らに こ れ らの 硯究に 基づ い て ，三 梨 ・桑野 に

よ っ て 房総半島の鮮新一
更新統 に お け る堆積環境の 検 討

や編年がお こ な われた （ITIHARA 　et　 aL
， 1973）．そ の 結

果，上総層群から下総層群 に かけて の 堆積環境 は，黄和

田層 に お い て 最 も深い
， 大陸斜面下部な い し中部 の 環境

を示 し，上位の層準にな る に つ れて ， 次第に浅くな り国

本層か ら柿 ノ 木台層 にかけて は 大陸棚 の 環境を 示 す こ

と ， そ して 笠森層で はそ の 堆積環境は開 い た湾 ， そ の 上

位 の 下総層群 は 閉 じた湾へ と ， 変化して きた こ とを明 ら

か に した．

　 1970年代の 後半 に，NAKAGAwA ，　NIITsuMA，　TAKAYAMA ，

ODA （MIIsuNAsHI 　 et　aL ，1976）は地磁気極 性の 再測 定

（新妻，1976）と新しい 研究 （尾 田 ，
1975）結果を 加 え

て ，地質層序 ・古地磁気層序 ・生層序の 観点か ら上総層

群の 編年をお こ な っ た．さらに ，1980年代煎半 に NAKA −

GAWA 　 ct　 aL （1982）に よ り再編集された．こ れ らの 研究

で は い ずれも，上 総層群を黒滝不整合から笠森層上 限に

あ る と され て い た長 沼 不 整合 ま で と した もの で ある．

　
一・一

方 ， 楡井ほか （1972）は，船橋市 で の 地 盤沈下 に 関

係 した 地 下地 質 の 研究か ら，従来 の 上 総層群の 上 部 に 層

厚約 40m の 砂礫層 （舩橋礫層） の 存在と ， こ の 層準付

近 の 上下 に おける地層の 物性 や 古地磁気の 極性 に不連続

が認 め られ る こ とな どか ら，上 総層 群中に 不 整合 の 存在

の 可能性を示唆 した ．そ して こ の 可能性を実証 した地下

地質断面が，試料の 比較的ととの っ た千葉地域で 作成 さ

れた （楡井 ほ か，1975）．こ の 不整合が東京湾不整合 （楡

井 ，
1981）で ある．

　 しか し，こ の 不 整 合 は九十九里 地 域の 地 下 で は 認め ら

れな い ．地表 で は ， 房総半島の 東京湾西岸 か ら中央部 に

か けて 分布する市宿層 の 直下 に存在す る．四岸 で は 太 田

台層まで 劇剥 し中央部で は柿 の 木台層中 に 尖滅す る．こ

の 層準は古地磁気 の ブ リュー
ヌ 期初期 に あたり （新妻 ，

1976），中期更新世初期 で あ る．ま た こ の 不整合 は 「カ

ン ナ 削 り不整合」 （楡井 ，
1988）で ， オ ン ・

ラ ッ プ 現象を

示す．すな わ ち こ の 現象は堆積盆 の 隆起過程とそ の 後の

海進を示 して い る ，そ の 後間もな く大陸捌から
“
開 い た

湾
”

の堆積環境へ と変化する現象は，関東平野の 形成を

考 え る 上で ，そ の もつ 意味は大 きい ．こ の よ うな点と分

布の 広域性か らみ て ， 楡井 （1981）は東京湾不整合を上

総層群 と下総層群 の境界と して 提案 した （第 2 図）．

　 なお，関東平野地下の 石油 ・天然ガス 開発を目的とし

た坑井資料の 微化石分析に よ る層序研究 で は，東京湾北

部の 江東地域で
一200m ，市川市 で

一500m 付近 に比較

的明瞭な不整合が認め られて い た，こ れは房総半島の 長

沼不整合，つ まり当時の 見方 に 基づ い て 上 総層群 と下総

層群 の境界 （笠森層 と地蔵堂層の 境界）に 対比されて い

たの で ある （石和 田，1956；河井 ， 1961；NARusE，1961
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第 2図 　東 京 湾 不整合 ・泉谷泥層 ・常 総粘A：層の 海抜 高度

　　　　1 ： 常総粘土 層の 基 底　 2 ：泉 谷 泥 層 の 基 底　 3 ：東 京湾 不 整 合

；菊池，1964な ど ）．しか し，こ の 不 整合は 実は 上 述 の 東

京湾不整合で あ っ た わけで ， 地 下地質に お い て は上総
・

下総両層群の 境界を東京湾不整合 に おくこ と は ， すで に

実践的に 支持されて い た ，とい うこ と で あろう．

下 総層群の 2大 区 分 と上 限 問 題

　前項に 述べ た こ と に 関連 して ，愉抃 （1982）は 下総層

群を泉谷 泥 層 で 上 部 と下部 に 2 分 す る こ とを 提唱 した．

こ の 泥層 は 房総半島申央部か ら北部 にか けて 広範囲 に 分

布 し， そ の 堆積環境 は汽 水か ら淡 水 の状況 を示す．地 下

で は 完全 な淡 水成泥 層 に な る場合 もあ り ， 連 続性の 良 い

鍵層 に なる （第 3 図）．一般に 5m か ら 10m の 層厚を示

し，構造運動 に 左右され た よ うな層厚変化は 認め られな

い ，また こ の 泥 層 は ， 関東平野中央部 に まで も追跡可能

で あ る ．した が って ，下総層群下部 の 時代で は ， 万田野

寒冷期 （NIREI， 1986）の氷河性海面変動 に よ る 海退 と

い った事件を除 い て は ，笠 森層 か ら金 剛 地 層 に か けて 徐

々 に 浅海化の 傾向をたどっ て い た もの が ， 泉谷泥層 の 層

準で一一
斉 に 広域的淡水域あるい は汽水域 に変化す る．こ

の 後下総層群上 部の 堆積環境は，一般 に浅海域か ら淡水

域を 度 々 繰 り返す よ うに なり，こ の点か らも上部と下部

は大きな 違 い が認め られる．

　次 に 下総層群 の 上 限問題 で あるが ，下 限 をど こ に お く

か とい う問題 に 比較 して ， 上 限はは るか に定めに くい ．

地 層群の 上 限が 台地 や低地 の 表面付近 に あ っ て ， 海成層

や 河戊層，風成層な どが複雑な 不整合関係 で 重 な っ て い

る よ うな 第四紀層 の 場合 ， 地層 （層群）区分 の境界は ど

こ に 引か れ るべ きか ， と い う議論は ， あまりなされて い

な い よ うに思われる か らで ある．

　下総層群の 下限の 場合に は ， カ ン ナ削 り不整合 とい う

地盤運動ともかかわ る境界を区分境界 とす るこ とを提案

した．しか し こ の 不整合は，堆積盆の 形成 ある い は 細分

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

上 総 ・下 総 両 層 群 の 層 序 に 関 す る 2 ・3 の 問 題 55

．

第 3 図　泉谷泥層 の 分布 と等 深 度線 （楡井 ・楠 田 ・

　　　　中村 ・末永 ， MS ）

化 が お こ な わ れ る前 の 隆起過程 に 認 め られ る 現象で あ る

た め ， そ の 不整合 の もつ 意味は 大きくとも，分布は局部

的で あ る場合があ る．したが っ て ，下総層群の 上部層準

に ある 木下層や常総粘土層 の直下 に もカ ン ナ削り不整合

は認 め られ る が そ の 分布は狭 く，
こ の よ うな観点 に立 っ

な らば下総層群の 上 限を こ れ らの 不整合 に 置 くの は，地

層単元 を 確立 す る場合 に 実践性 に 欠ける ．

　河井 （1961）は ， ボー
リン グに も とつ く地 下地質を区

分す る 際 に ， 地蔵堂層の 基底か ら現世堆穣物まで を下総

累層群 とす る こ とを 提 唱 した ．こ れ は ，井戸資料 か らの

現世堆積物 とそ れ以下の 地層との 区別 が しば しば困難 で

あ る た め と して い る が，こ の 区分で は最終氷期 に まつ わ

る堆積物 ， 沖積層 ，埋 め 立 て ・盛土 層 も含む こ と に な

り， 現実性に欠 ける とこ ろがある．

　一方小島 （1959） に代表 され る よ うに ，下総層群 （成

田層群）の 上 限を 木下層 （竜ケ 崎砂層 を 含む） の 上面 ，

すな わ ち常総粘土層 の 下限 にお く考えは ， 盆地周辺部 に

存在す る常総粘 土層下 の カ ン ナ削 り不整合との 関係で ，
一定の 説得力をもつ もの と思われ る．しか し， 常総粘土

層 と同時期の 水成堆積物で ある姉崎層 （杉原 ほ か ，
正978

；菊 地 ，
1981な ど）を下総層群か ら きりは なす こ とに な

る．

　 こ の ように みて くる と，古東京湾が最終的に は常総粘

土層を堆積させ た よ うな湖沼 に変化 し，こ の 湖沼が壊れ

消滅 し （小玉 ほか ，
1981）， 海水準の 急速な低下 と と も

に現在とほ ぼ同じ地形が形成され始めた時点すなわち常

総粘土層 の 上面を も っ て 下総層群 の 上限とするの が最 も

妥当と思われる．

下総層群の 層序区分 の 問 題

　筆者 （菊地 ， 1974；KIKUCm ， 1976）は かつ て ，下総層

群で は原則 と して 2つ の 不整合 に 挾まれ る一連の 堆積物

を もっ て 1累層 として層序区分を し，
こ うして区分され

た各累層は
一

般 に下位か ら礫層 → 泥層または砂泥互層→

厚 い 淘汰 の 良 い 砂層 （と きに 泥層を 挾む） → 泥炭を 伴 う

泥層 とい うサ イ クル を示 し，低海面期から海進 ， そ して

海退 に 至る経過 に対応する こ とを 示 しfc．

　しか しなが ら ， 下総層群の 層序に 関して は他にも諸見

解が あり，こ の 現状は模式層と して の 下総層群の 研究 に

と っ て 障害 とな っ て い る様 に 思 わ れ る．多 くの 研究者 が

認 め得 る標準的な層序区分を確 立 する こ とは容易で はな

い が，少 な くと もそ の 方向を 目指した 提案が 急 が れよ

う．こ の た め に は まず ， 削剥 に よ る地層 の 欠如の 少 な い

必要最小限の ル ートを標準 に して 地層 の 累重関係を 認識

す る こ とが 必要で あ ろ う．

　層序区分の 基本とな る方針も決めて おく必要がある．

下総層群は い くつ かの 堆積 サ イクル （サイクロ セ ム ）か

ら成 り立 つ （青木 ・
馬場 ，

1978）こ とが 明らかで
， 原則

として 正サ イ ク ロ セ ム を 1累層単位に対応 さ せ る の が適

当で あ る ，特 に 下総層群の 場合 ， サ イ ク ロ セ ム の 形成 と

第四紀の 氷河性海面変動 とは無関係で はありえず ， 推定

さ れる海面の 動 きや気候変化に も着目し ， これ らの 問題

を も合 わ せ 考察す る必要 が あ る もの と思われ る．な お海

面変動 との 関係に つ い て は 次項で 考察す る．

　本稿 で は特 に 議論の 多 い 上部下総層群を対象に ，層序

区分を再検討 した．検討地 域 に は ， 論文や資料の 多い 小

櫃川
・養老川流域お よ び印旛沼周辺地域を選び，前者 の

地域 に つ い て は第 4 〜6 図に 地質柱状図とそ の 対比 も示

した ，こ れ らの 資料 に 基 づ き新た に 検 討 した 層序 お よ び

従来 の そ れ との 比較 を ， 第 1表に 示 した．以下に は各累

層 の 層相や 層序関係 に つ い て ， 下位層 か ら述 べ る．

　 （1）　 金 岡1】地層

　三 土 （1937） に よ り現在 の 市原市金剛 地 を 模式地 と し

て 命名され，地質図幅 に分布が示された．養老川以東で

は 細粒で 淘汰の よ い 砂層を 主 とす るが ，養老川 以西で は

泥層を挾 み 層相 は変化 しや すい 。模式 地 付近 で の 層 厚 は

50〜60 王n．徳橋 ・遠藤 （1984）に よれば本層 に は笠森層
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第 4 図 　地質柱 状 図 位 置 図
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第 5 図 金 剛 地 層 ・地 蔵 堂 層 の 地 質 柱状 図

　　　　A ；粘土 ， B ： V ノレ ト，　 C ； 砂質泥 ・泥 質砂，　 D ：砂 ，
　 E ：砂 礫 ，

　　　　F ： 酸 性凝灰岩 （パ ミ ス ・細 粒 火 山 灰）， G ：塩 基 性凝灰岩 （ス コ

　　　　 リア ），H ： 貝化 石， 1 ；貝化石 （モ
ー

ル ド ）．　 J ；棲 管，　 K ： ヒ メ

　　　　 ス ナ ホ リ ム シ 生 痕，L ：泥 炭

　　　　地 質柱 状図 は，復数の 地 点 の 層 序 を総 合 し て 作 成．地 点 番 号は 図 1

　　　　参照．TE −5，　 Kn −1 は 杉原 ほ か （1978） に よ る 鍵 層 名

中の Ks　5
，
　 Ks　6 火山灰層 を挾 み ， 下位層 とは側方漸移

の 関係に あ る。しか し両層 の関係は従来も不整合とす る

説 （河井 ，
工961 ；三 梨 ，

1973 ；杉原ほ か，1978な ど ） と，

整合とす る説 （Aom 　and 　BABA
，
1977 ；楡井ほか ，1979な

ど ）が あ っ た ．各研究者の 指摘する地層境界が 同
一

の も

の か ど うか 検討す る必要 が あ る ，な お ， 最 上 部の 砂層中

に は 潮間帯の 指標ともな る ヒ メ ス ナ ホ 1 ム シ の 生痕を ふ

くみ ，こ の 上位 は 地蔵堂層 の泉谷泥層 （楡井 ，
1981） に

整合 に お お わ れ る ，

　筆者 （菊地 ，
1974）はか つ て ， 金剛地層か ら地蔵堂層

に かけて 不整合を示す地層境界は な い ，とい う理 由か ら

累層区分 をせ ず ，坂倉 （1935）， 中川 （1960）， 青木 ほ か

（1962b ）の 区 分 と同 様 に地蔵 堂 層 に一一
括 して い た．しか

し ， 近年は これを独立 させ る傾向の 論文が多い こ とg 下

総層群を 2 分する泉谷泥層 の 意味（楡井 ， 1982）， サ イ ク

ロ セ ム の 終結 を 示す最上 部の ヒ メ ス ナ ホ リム シ 生 痕 の 存

在な どを 重 視 して ，本層 を 1累層 と して 独立 させ る こ と

とした．

　（2）　 地蔵堂層

　木更津市地 蔵 堂 を 模式地 と して坂倉 （1935）が 命名
・

青本
・
馬場 （1978）， 徳橋 ・還藤 （1984）に よ り再定義 さ

れ た もの に 当た る．泉谷泥層か ら藪層 に おおわれる まで

の 層準 を 含み ，
1サ イ ク ロ セ ム をなす．厚さ は模式地付

近で 70〜80m ，泉谷泥 層 は淘汰不良の 泥〜砂質泥層で ，

Crassostrea　gigas，（］alithaca 　adamsi な ど 内湾砂泥底に 生息

する貝化石を含む s 本層の 主部は淘汰 の よ い 細 粒 砂 層

で ，模式地を中心に貝化石を多産す る （坂倉 ， 1935；大

山，1959；生越 ，1959；青木ほ か ，
1962　b）．腕足類 を 伴

1
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第 6図　藪 層 ・上 泉層 の 地質柱状図

・
艦
、
d・‘

50

記 号 は 図 2 に 同 じ．Ki一正
，　GoPl ，　SY は 杉原 ほ か （1978）に よ る鍵層名

第 1表 　下総 層 群の 層 序区分比較表

本 　 論 　 文

姉 崎 　 粘 土 層

木
へ
上
一

清
一
上

徳 橋 ・遠 藤（1984 ）

姉

ヨ
横

総常

層

層橋

副
」

下

£
？

川

泉

層
　
層

藪 　 　 　 層

地 蔵 堂 層

金 剛 地 層

姉 崎 層 睦 塗
　　マ 層

　 　 　 田 　 層

清 　 川 　 層

上 　 泉 　 層

藪 層

地 蔵 堂 層

金 剛 　地 層

A   KI ＆ BABA
　 （1980）

板 　 橋 　 層

姉
皿

成

田

層

一
上

崎 　 層

木 下 部 層

上 岩 橋部 層

層

層

部測

・

藪 層

地 蔵 堂 層

成 　 東 　 層

金 剛 地 層

杉 原 ほ か （1978）

姉 鯛 諮漏
木 　 下 　 層

上 岩 僑 層

清 　 川 　 層

藪 　 　 　 層

地 蔵 堂 層

菊 地 （1974 ； 1976）

（欄 相蝿 讖
成 　 田 　 層

上 岩 橋 層

清 　 川 　 層

藪 　 　 　 層

地 蔵 堂 層
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う Gtyc！meris 　pilsbty，　 AeeuiPecten　 ve5iculosus な ど暖流系

要素で 特徴 づ け られ ， 注 目 され る．

　化石群をふ くむ層準 は 火砕物質 に 富み ， 三梨 （1973）

が Hy 　3
，
　 Hy 　4 と名付けた桃 白色細粒 の 火山灰 ， お よ び

ゴ マ シ オ状粗粒火山灰が特徴的で ，そ れぞれ横浜付近 に

分布する TE −5，　 Kn −1 に 同定 さ れて い る （町田ほか ，

1974）．両火 山 灰 層 は横浜南部 に お い て 海成層 （港南層）

の 頂部をおお い ， 高海面期に 当たると考 え られ て い る

（杉原 ほ か ，1978）．最上部は ヒ メ ス ナ ホ リム シ 生 痕を含

む砂層と泥炭 を挾む泥層で ， 藪層 の 砂礫層 に 不整合に お

お われ る．

　（3） 藪　 層

　坂倉 （1935）が 木更津市藪を模式地と して 命名．徳橋

・遠藤 （1984） に よ り再定義 され た もの に ほ ぼ 相当す

る ．層厚は模式地付近 で 50〜60m ，ク ロ ス ラ ミナの 著

しい 砂礫層 に は じまり ， 泥炭層や カ キ礁，棲管を 伴う泥

質層 ， 貝化石 を 含む砂層 か らな り，1 サ イ ク ロ セ ム を構

成する．上位は上泉層 に おおわれ るが ， 不整合を示す明

らか な 境界は な い ．中位層準 に 角閃石を含む軽石層を挾

み ， 杉原 ほ か （1978） は東京西方 の 多摩丘 陵 に分布す る

多摩 ロ
ーム 層中 の GoP1 に 対比 して い る．

　筆者は従来 ， 上位の 上泉層 と は整 合で あ る こ と か ら藪

層 に含め 全体と して 2サ イ タ ロ セ ム か ら構成 され る と し

て い た （菊地 ，工974）．しかし両層を区分する泥層は泥炭

を挾み ，金剛地層 と地蔵堂層の場合と同様，上 泉層 を 分

離す る こ と と した ．

　 （4 ）　上泉層

　市原市上泉付近を模式地 と して 三 土 （1973）が命名，

少な くとも模式地 付近 で は ，青木 ・馬場 （1978），徳 橋 ・

遠藤 （1984）が定義 した もの に 当 た る．層厚 は模式地 付

近 で 約 60m で ある ．藪層との境界 に は 睨 らかな 不整合

は な い ．最下部 に礫 混 じ り砂層 や 泥 炭 層 を挾 む 砂泥互 層

を伴う．主 に 淘汰 の よい 細粒砂層 か らな り， 上部は 貝化

石を含む．最上部 に は ヒ メ ス ナ ホ リム シ 生 痕 を伴い ，1

サ イ ク ロ セ ム を構成す る．養老川以東で は清川 層 に よ り

削剥 さ れて い る もの と思われ，分布は不明瞭 とな る ．

　 （5 ＞　 清 川 層

　木更津市東方 の 清川村 （現在は久留里 線 上 総清川 駅 に

そ の 名をとどめ て い る ）に ちな み ， 植 田 （19ヨO ；1969）が

命名，模式地 は袖ケ浦町大鳥居付近．基 底に砂礫層 ，
こ

の 上 位 に 泥層，貝化石を多量に含む砂層 が 重な る ．最上

部 の 砂層は ヒ メ ス ナ ホ リム シ の 生痕を含む ．

　菊 地 （1974 ；KIKuaHI ，1976），杉原 ほか （1978）は基

底 に 不整合を認め ， 青木 ・馬場 （197D もこ こ に大 きな

不整合があ る として い る．しか し徳橋
・遠藤 （1984） は

部分的な 削剥を示す チ ャ ン ネル 構造 は 認めて い るもの

の ， 不整合 と して い な い 。た だ し，菊 地 や 杉原 らが養老

川以東 の 勝間，瀬又 な ど に お い て清川層 とした礫層を ，

徳橋らは 上 泉層 と して い る疑 い が あり，下位層の 削剥量

の見積りに 差が生 じて い る可能性が あ る．

　 （6 ）　 上 岩 橋 層

　上岩橋層 は槙山 （1930）が印旛郡酒々 井町 上岩橋の 化

石帯 を含む 層 に 対 して つ けた上 岩橋階 に 由来す る。い わ

ゆる エ ロ ドナ （ヌ マ コ ダ キ ガ イ ）帯 との 関係 な ど，層序

的に は問題 があ っ た が ，成 田研究グル
ープ （1962），青

木ほか （1962）は ， 含 ヨ コ ハ マ チ ヨ ノ ハ ナ ガ イ泥層を成

田層上部層 （＝木下層）の 最下部層 に ， ま た 含 ヌ マ コ ダ

キ ガ イ泥層を成田層下部層 （一上 岩橋層）の 最下部層 に

含め た ．しか し後述 の よ う に，上 岩橋層は木下層とは 不

整合で ある こ とが明らか と な っ た．

　上 岩 橋化石 帯 は寒流系浅 海内湾の 貝化石を含み，木下

化石帯とは明らか に 異なる （青木ほか ，
1962a），下末吉

海進の
一

つ 前の 海進堆積物で あるこ とは疑い な い が ，下

位層 との 関係を 示す惰報 に 乏 し く，海進の 始 ま りを特定

する時代や層準 が不 明で あ る．上岩橋層が主 に分布す る

佐倉市 か ら，下位 の 清川層 の 分布す る市原市まで の 間 に

は ， 利 根川 水系 と東京湾水系を 分け る台地 が あ っ て ，層

位関係が分か りに くい の で ある．

　杉原 ほか （1978） は ， 多摩 A ロ
ー

ム 層中の TAm −5 と

岩石学的特徴が類似する 軽石を養老 川 ・小櫃川流域の 数

地点で 発見 し，こ れを 上岩橋層 に 含 め て い るが 断片的

で 他の 地層との 関係は 不明で あ る．一方，徳橋 ・遠藤

（1984）は 小島 （1959）の 舎 ヌ マ コ ダ キ ガ イ 泥層中 に 清川

層中の 火山灰層 に 似 た もの が あ る と して ， 上岩橋化石帯

を清川層 に 含 め る 可 能性 を指摘 して い る が ， 確 証 は な

い ．

　 （7 ）　木 下 層

　木下層 の 名は，槙山 （1930）が矢部 （1906）の 命名 し

た 成 田層 を 化石帯 か ら 木下階 と松崎階に 2 分 した と き

の 地層名 に 由来す る．戦後， 井尻 ・藤 田 （1949），小島

（1959）が本下や松崎の 化石床 は 同 じ成閏層 の 中 に 含 ま

れ る こ とを 明らか に し，筆者 （菊地，1974；KIKuc ｝II ，

1976）は 先取権尊重の 立 場か ら，木下層で は なく成田層

の 名 を 使用 す る の が 妥当と考えて きた ．しか し成 田層 の

名は広義 に使用 され る こ とも多く，近年はむ しろ木下層

を使用す る論文が増え て い る．こ の ため 本稿 で は，名称

に こ だ わ り混 乱 を 招 くこ と よ り，広義 ・狭義の 区別がな

い 木下層を使用する こ とに した。
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　と こ ろで ，青木 ・馬場 （1971）は ，清川層基底の 不整

合 は横浜 の 下末吉層基底 の 不整合 に 当た る もの と して こ

れか ら上位を 成 田 層 と し，こ れ を 清川 ・上 岩橋 ・
木下 の

3 部層 に 分けた．一方 ， 関東第四紀研究会 （1970） は模

式地 の下宋吉層 の 中に溺れ谷状 の 不整合を 発見 し ， こ

の 谷埋 め 堆積物 こ そ 厳密 な意 味で の 下末吉層 で あるとし

た ，こ こ に 再定義 さ れた 下末吉層 は成田 層 の ど の 部分 に

相当するの か，とい う問 題 が 生 じた わ け だ が ，大 森 ほ か

（1972） は整合 と さ れ て い た上 岩橋層 と木下層 との 間 に

溺れ谷状 の不整合を指摘，さらに印旛沼 ， 手賀沼周辺 に

お い て 詳 しく調べ られ （大 久保 ほか ，1981 ；真野 ほ か ，
1982；黒川 ほ か ，

1982 ；下総台地研究グ ル ープ ， 工984），
木下層が下末吉海進め堆積物で ある こ とが 明らかとな っ

た、

　 こ れ らの 報告 に よ れば ， 谷埋 め の 木下層の 下部は強内

湾 の 貝化石 を 含む泥 質層 か らな り ， 下総台地 に 広 く分布

す る上部層 は ， 外洋水 も流 入 す る よ り広 い 湾 の 堆積物で

ある．最上 部 の 砂層 は ヒ メ ス ナ ホ リム シ 生 痕を多量 に含

む （菊地，1972 ；小山 ，
1983）．層厚 は 印旛沼付近 で 15m

以上 ， 水更津付近 の 木下層は 20m 以上 と見積 られ る．

　（S ） 姉崎層 と常総粘土層

　下総層群の 最上部を搆成する地層 は ， 下総台地 に広く

分布す る常総粘土層 と ， 千葉市南西地域 に の み分布する

姉崎層で ある．前者は風成の 関東 ロ
ー

ム 層 の 下位 に あ る

厚 さ 工〜4m の 凝灰質の 粘土層で ， 常陸台地 ・
下総台地

に お い て 本下層をおおう（小島 ，
1959 ；菊地 ， 1981など）．

こ の 地層 の 堆積環境は ，高師小僧 の 存在 （小島，1959 ；

小 玉 ほか，198工 ；菊地 ，
1981など）， 泥炭層を挾む（中川，

1964）な ど の理 由か ら湿 地 または沼沢地とみられ る が ，

乾 い た陸地 とす る意見 もあ る （杉原，1979）．

　下総台地 に お い て ， 松戸粘 土 （申川 ， 1964・），板嬌層

（青木 ・馬場，工978），常総層 （小島，1962 ；小玉 ほか ，
1981）などとされ た もの は 常総粘 土 層 と ほぼ 同義 で あ

る．関東 ロ
ー

ム 研究 グ ル ープ　（1965）は低湿地 に 堆積

第 2表 　下総層群 の 年代 に 関す る 資料一覧

試 料

地蔵 堂 層 申 部

　 　 Shell

　 　 TE −5

　 　TE −5

　 　 正IBP

藪 層 申 部

　 　Shell

　　GoP2

　　GOP

上 泉 層 申 部

　 　 TCI −4

清 川 層 下 部

　 　 TB −1
　 　 TB −1

清 川 層 申 部

　 　Shell
　 　 TB −7

木 下 層 下 部

　 　TAu −12
　 　 TAu −12

木 下 層 上 限

　 　KIP −8
　 　 KIP −6

i年 代 （Ka ）

330390

± 8510

± 9460

± 7

260310

± 5285

±28

243± 12

246± 122

纓』± 12

210225

± 24

147士 9

五47± Il

132± 10128

± 11

1瀰 法

aTTTRFFF

aTTRFF

FT

TTFF

aTRF

TTFF

TTFF

文 　
’
献

（1）

（5）

（6）

（5）

ω

（5）

（2）， （4）

（2）， （4）

（2）， （4）

（2），（4）

（1）
（2），（4）

（2），（4）
（2）， （4）

）

）

003

（

（

備 考

HBP （皆 川 ・町 田 ， 1971） は 町 田 ほ か （1974）
が TE −5 に 対比 して い る

GoP （多摩 ロ
ーム 層申） は 町 閏 ほ か （1974）に

よ れ ば GoP1 で，　 GoP2 颪 下 に あ る

KIP −8．6 は 下末吉 ロ
ーム 層最 下部 に 挾 ま れ る

（注 ） 分析法 の Ra は 貝 殻 化 石 の ラ セ ミ化 年代 ，
　 FT は フ ィ ッ v ヨ ン トラ ッ ク 年 代 、文献 は

　　　（1）秋山・氏 家 （1976），（2） 町 田 （正977），（3） 町 田 ・鈴木 （1971），（4）鈴 木 （1976 ），

　　　（5）鈴木 ・杉原 （1983）， （6）徳橋 ほ か （1983）
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第 7 図　下総層群 （上 部） の 層 序 か ら得 ら れ た 海 面 変動 曲 線

1

234

ム

5

　海 面 変動 曲線 は KIKUCHI （1977 ） の 方 法 に よ り求 め ら れ た 、
城 で は ，上 泉層 の 堆積面 （260Ka ）は 海 面 の 高 度 （Om ） に あ る，
降 し ， そ の 後上 昇 し て 再 び海面 の 高 さに 到達 し た と 考 え られ る．

堆 積 面 （125Ka ）は ，海 抜 5m （菊 地，
も と づ き♪台 地 の 地 盤 運 動 式

　　　　hp＝3．259× 10
−9tp2 − 0．847× 10−3tp 十60

が 得 ら れ る．こ こ に ，hp は 木 下 層 堆 積 期 の 古 海 面 高 度 （5m ），　 tp は 上 泉 層堆 積 後 木 下 層 ま で の 期

間 （135Ka ） で あ る．基 準地 点 に お け る 基 準 柱 状 図 は ， 地 表 調 査 と ボ ー
リ ン グ 資 料か ら 断 画 図 を 描

き求 め ら れ た．また 各 層 の 浅 海 化 ， あ るい は 削剥 の 層 準は 現海面 高度 付 近 に 存在 し た も の と仮定 し ，

運 動 曲 線 を 260Ka 以 前 の 過 去 に 外 挿 し て 海 面 変 動 曲 線 を 求 め た．

地 層 名Ko ；木下 層，　 Ka ：上 岩 橋 層，　 Ky ：清 川 層，　 Ki ： 上 泉 層，　 Yb ：藪 層 ，　 Jz ：地

蔵堂層，Kn ：金 剛 地 層，　 Ks ：笠 森 層

浅海化を 示す 層 準　◎ ： ヒ メ ス ナ ホ リ ム シ
， △ ：泥 炭 ， ○ ： カ キ 礁

基 準地 点 （姉 崎 南 方 深 城 ） に お け る 地 質 柱状 図

段丘 S 二下 末 吉 面，0 ：小 原 台 面，M ：姉崎面，　 A ： 沖 積面

海 面 変 動曲 線 の 求 め 方　太線 ：海面変動 曲線，細線 ： 地盤運動曲線

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　す な わ ち ，基 準 地 点 の 姉 崎 南 方 の 深

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ の 地 点 で は 上 泉 層 堆 積後 に 沈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま た こ の 間に 形成 さ れ た 木下層 の

　　　　　　　　　　　　 1987） の 高度 か ら 60m に 変位 し て い る，こ れ らの 数 値 に

した 下宋吉 ロ ーム 層 とした．菊地 ・羽島 （1969），杉原

（1970）が使用した 「常総粘土層」は ，竜 ケ 崎砂礫層を お

お うもの に 限 っ て い る点で 本稿の 常総粘土層 とは異な

る．ま た 徳 橋
・遠 藤 （1984） は 最 上 部 の 粘 土 の み を 常総

粘土 と して い る．

　 こ の 時期 の 海面低下 に 関連する堆積物に は ， 下総台地

北 部 や 常 陸 台 地 に 分 布 す る河成 の 竜 ケ 崎砂 層 （中村
・
福

田 ，
1953 ；貝塚 ，

1958 ；杉原 ， 1970；大森 ほか ， 1972な

ど）があ る．竜 ケ 崎砂層と木下層は
一部に 不整合関係が

み られ る もの の，霞ケ 浦南方に お い て 両者は指交関係 で

ある ， 海 退 期 の 古鬼怒川水系 の 扇状地 お よ び 三角州 の 氾

濫原堆積物と され る （上杉ほか ，
1977 ；菊地 ，

1981 な

ど ）．

　
一方 ， 竜 ケ 崎 砂層 と ほ ぼ 同 時期の 堆積物 で あ る姉崎 層

は養老 川 ・
小櫃 川流域の 台地 地 域 にの み分布す る砂泥互

層で ，青木 ほ か （197G） に よ り成田層 に 不整合 に 重 な る

厚 さ約 20m の 水成堆積物 と さ れ，汽水 な い し淡水棲珪

藻化石を含む （堀 fi・大原 ，1971）．新井 ほ か （1977），

杉原 （1979） は介在す る軽石 に よ り下末吉 ロ
ー

ム 層 と対

比 ，こ の 時期 の ユ
ー

ス タ テ ィ ッ クな 海函上 昇 に 伴 う陸
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第 8図　他 地 域 の 海 面変動 曲 線 と の 比 較

　　　　 1 ：下総層群 （上部） の 層 序 か ら得 られ た

　　　　　　海面変動 曲 線 （本 論 文）
　　　　 2 ： 大 阪 層 群の 海成粘土 層 準 と の 対 比 案

　　　　 3 ： パ ブア ニ ：］．一ギ ニ ア， フ オ ン 半 島 の

　　　　隆起 ナ ン ゴ 礁か ら得 ら れ た 海 面 変動 曲 線

　　　　（CHAPPELI．，1974）と の 比 較

　　　　4 ； タ ーミ ネー
シ

！
ヨ ン 　CBROECKER　and

　　　　VAN 　DONK
，
1970） と の 比 較

水の 影響 の 強い 三 角州堆積物 と した ． こ れ に 対 し菊地

（tg72）は ， 姉崎層堆積颪前 に 海面低下 の 証拠はな い こ

とか ら古東京湾の 離水 が 遅 れた 地域の 堆積物と考 え た

が ，そ の 後本層 は 房総半島の 北西の 煩動運動とは異 な る

陥没運動 に よ っ て堆積した もの と みなし，姉崎層を堆積

させ る海面 の上昇は考え な くて もよい ， とした （菊地 ，

1981）．

下総層群の 堆積と 氷河 牲海面 変 動 の 問題

　下総層群 の 堆積を第四 紀の 海面変勸史 と関連 させ た議

論は ， 1960年代 に NARusE （1961）， 中川 （1961），生越

（1967），関東第 四紀研 究 グル ープ （1969） な どに よ りな

され た ．しか し ， 隆起 サ ン ゴ 礁 の 年代や 古海面高度 に 関

す る情報 （例え ば BROECKER 　et　al．，1968 ；CHAPPELL ，

1974）が 増 して 以降，改 め て検討 さ れ た論文は必ず しも

多くな い （例え ば K ・・ u ・ H ・
・
1977 ；杉原 ほか ， 1978）．

こ の た め新た な層序区分 の 提案を もとに ，下総層群の 堆

積と汎世界的な海面変動 との関係につ いて 考察した．そ

の際 ， 特に以下 の点を考慮 した ．

　（1） 堆積相と堆積深度（環境）とを関係 づ ける た めに ，

潟または こ れ よ り高位 の 沼地 な どに 堆積 した泥 炭層 は サ

イ ク ロ セ ム の 最下部あ る い は最 上 部を ，ま た潮間帯に形

成された ヒ メ ス ナ ホ リム シ の 生痕化石 （菊地 ，
1972）は

セ イ ク ロ セ ム の 最上部を規定す る環 境 指示 者 と して 利用

した．下位層を 削剥し トラ フ 型 の ク ロ ス ラ ミ ナを もつ 河

成 と思 わ れ る砂礫層は ， サ イ ク ロ セ ム の 基底を なす もの

とした．貝化石 に もとつ く環 境 の 推定 に は ， 潮 間帯 に 生

息す る種で 現地 1

性の もの （例えばカ キ礁な ど）以外はあ

ま り参考 とな らず ， で きるかぎりこれを避けた．

　（2） 植物化石な ど堆積時の 古気候 に 関す る情報を参考

に した．しか し ， 資料と して は多 くはな い ．古東京湾内

の 沿岸流 の 流入 は ， 地形 に よ り湾 口 が 北 あ るい は南 へ と

変化 した疑い があり ， 著 しい 高温などの 特徴を示すもの

以外 は，貝化石種が 示す古水温か ら古気候を推定す る と

い う方法はで きるかぎり避けた．

　（3） 海成段丘 の 分布など古海岸線 （古地理） に 関す る

資料に よ り海進 の 規模を推 定 し，下 総 層群 の 堆積環境推

定 の 参考 と した。こ れ は〔2＞とも関 わ る の で よ り広域 の 資

料を集め るの が よ い が，確実な対比 が要求され る．

　〔4） フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク年代などの 年代測定 ， あ る

い は年代が知 られて い る地域の 地層との 対比な ど，年代

に 関す る資料を参考に した （第 2 表）．特に ， 西方の 犬磯

丘 陵 な ど に年代が測定され る火山砕屑物があり， 杉原ほ

か（1978）に よ りこ れ らとの 対比 が な さ れて い る．

　｛5） 下総層群 の 地 質構造か ら堆積深度や 地 殻変動 の要

素を 取 り除き，海面変動量を求めた ．た だ し，こ の 地 域

に は海成段丘 は分布しな い た め，一般の 沿岸 地 域で しば

しば な さ れて い る 海成段丘 の 高度 か ら隆起量を差 し引 き

古海面高度を得 る，とい う方法 は適用で きない ．

　な お ， 上 記（5）の 開題 に つ いて は ， 房総半島に おける特

殊 な 地 質構造を考慮す る 必要が ある ．房総半島の
一

般的

な 地 質構造 は ，海進堆積物か らな る各累層が 不整合を挾

みな が ら順次上 方 に 累重 し，かつ 全体と して 次第 に 緩 く

なりつ つ 北西方向 に傾く将棋倒 し構造 で あ る．筆者は か

つ て ，房総半島の 地質構造 は 沈降地域が 北西 に移 動 し ，

次第 に 隆起地域が拡大す る と い うモ デ ル を 設定 した 上で

地 盤運動量を 計算で 求 め，地質層 序 か らこ れを 差 し引い

て 海面変動曲線 を描 い た こ とが ある （K 且KucHI ，1977）．

今回新たな 資料を加 え る こ とに よ り，再度 こ の 方法 に よ

り海面変動曲線を求め た （第 7 図）．な お ，各高海面期 の 高

度 は，現 海面 に 近 い 位置 に ある と仮定した が ， 地蔵堂層
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の 時代 に は高温 期を 想 定 して や や 高 く して ある．

　 こ の 結果各層を堆積させ た 高海面期 として ，金剛地 層

で は 約 420Ka ，藪層 で は 約 320　Ka ，上 泉層 で は約 270

Ka
， 清川層 で は約 220　K3 ， 上岩橋層で は約 150　Ka

，

木下層 で は約 130Ka とい う値が得 られたが ，
こ の うち

藪 ・上泉 ・清川 ・木下の 各層 で は フ ィ ッ シ ョ ン ト ラ ッ ク

年代な ど年代値と比較的 よ い 対応をみせ て い る ．しか

し ， 地蔵堂層 で はやや輝代値 の 方が古 くで て い る．

　第 8図に は，大阪層群と の 対比，お よび サ ン ゴ礁地域か

ら得 られた海面変動曲線 の例 として ，
CHAPP 肌 L （1974）

に よ るパ プ ア ニ
＝．．一ギ ニ ア ， フ オ ン 半島の 曲線 ， ま た深

海底コ ア の 有孔虫殻か ら推定された温度変化曲線の 例と

して ，BRoEcKER　anCl 　VAN 　DoNK （！970）の曲線を併記 し

た ．現段階で は こ れ らの 曲線 との 対比 に つ い て の 議論 は

や や無理 が あ るが ， 少 な くと も 2 つ の 海面変 動 曲線 に類

似点が み られるこ とは注 目して よ い と思 わ れ る．
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